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女
性
活
躍
推
進
法

事
業
主
の
皆
様
へ

―
 

「
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律

                     

　
　

 

（
女
性
活
躍
推
進
法
）」に
つ
い
て
特
集
し
ま
し
た ―

 

行
動
計
画
を
策
定
し
ま
し
ょ
う
！

　
女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ
く
一
般
事
業
主
行
動
計
画

と
は
、
事
業
主
が
、
自
社
の
女
性
の
活
躍
に
関
す
る
状

況
の
把
握
・
課
題
分
析
を
基
に
目
標
を
設
定
し
、
女
性

活
躍
を
推
進
す
る
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
を

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

ま
ち
・
み
ど
り
公
社
と
は
？

　
ま
ち
・
み
ど
り
公
社
は
、
昭
和
37
年
６
月
に

設
立
さ
れ
た
団
体
で
、
み
ど
り
豊
か
な
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
市
や
地
域
団
体
と

連
携
協
力
し
て
、
公
共
施
設
の
整
備
、
公
共
施

設
の
管
理
運
営
、
み
ど
り
の
普
及
啓
発
な
ど
、

ま
ち
づ
く
り
や
地
域
振
興
に
関
す
る
様
々
な
活

動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

女
性
活
躍
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
現
状
と
課
題
が
あ
り
ま
す
か
？

【
現
　状
】

　
正
規
職
員
の
男
女
の
平
均
継
続
勤
務
年
数
の

差
異
が
極
め
て
大
き
い
こ
と
に
加
え
、
管
理
職

に
占
め
る
女
性
労
職
員
の
割
合
が
低
い
な
ど
、

女
性
職
員
が
働
く
環
境
が
未
整
備
で
あ
る
と

い
っ
た
現
状
が
あ
り
ま
す
。

【
課
　題
】

　
女
性
職
員
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
仕
組

み
の
構
築
、
産
前
産
後
休
業
を
取
得
す
る
前
の

女
性
職
員
に
と
っ
て
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の

整
備
、
育
児
休
業
等
か
ら
復
帰
し
や
す
い
職
場

環
境
の
整
備
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

策
定
に
あ
た
っ
て
の
重
点
は
？

　
女
性
職
員
が
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
の
研

修
を
積
極
的
に
受
講
で
き
る
体
制
を
作
り
、
正

規
職
員
の
特
別
休
暇
の
一
部
（
産
前
産
後
休
業

前
の
通
院
等
に
係
る
休
暇
）
に
つ
い
て
非
正
規

職
員
へ
の
適
用
、
産
前
産
後
休
業
及
び
育
児
休

業
を
取
得
し
て
い
る
職
員
に
対
し
、
社
内
報
な

ど
に
よ
る
情
報
提
供
に
つ
い
て
重
点
を
置
き
ま

し
た
。

今
後
の
目
標
や
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
女
性
職
員
が
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め

の
研
修
で
は
、
当
該
研
修
の
検
討
及
び
希
望
者

等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
な
ど
し
て
、

平
成
30
年
度
の
職
員
研
修
計
画
へ
反
映
し
、
研

修
を
希
望
す
る
職
員
の
50
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に

つ
い
て
、
受
講
実
績
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

今
後
は
、
女
性
の
活
躍
に
関
す
る
情
報
等
を
、

当
公
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
す
る
よ

う
努
め
て
い
き

ま
す
。

規
模
が
小
さ
い
ほ
ど
簡
単
？

　
行
動
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
ま
ず
は

自
社
の
女
性
活
躍
に
関
す
る
状
況
把
握
・

課
題
分
析
を
行
い
ま
す
。

　
状
況
把
握
・
課
題
分
析
や
、
行
動
計
画

策
定
後
の
社
内
周
知
は
、
企
業
規
模
が

小
さ
い
ほ
ど
シ
ン
プ
ル
に
な
り
ま
す
。

行
動
計
画
の
策
定
が
努
力
義
務
で
あ
る

事
業
主
の
皆
さ
ん
こ
そ
、
策
定
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　

事
業
主
が
行
う
べ
き
こ
と女性活躍推進法の内容について、わかりやすく紹介しているリーフレット・パンフレットをはじめ、自社

の女性活躍の状況把握・課題分析・行動計画の策定を行うことができる「行動計画策定支援ツール」など
が利用できます。

－厚生労働省ホームページの、女性活躍推進法特集ページを活用しましょう。－

厚生労働省　女性活躍推進法http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000091025.html
【厚生労働省　女性活躍推進法特集ページ】

これから策定するなら

策
定
の
流
れ

公
益
財
団
法
人

相
模
原
市
ま
ち
・
み
ど
り
公
社

特
　集

なぜ女性活躍が必要なの？

○出産・育児を理由に離職する女性が多い
○管理的立場にある女性の割合は11.3%（平成26（2014）年）と、低い　など

　人口減少・将来の労働力不足が懸念されている中、女性の活躍の推進
が重要となります。また、企業自身にとっても、女性社員が能力を高め
つつ継続就業できる職場環境にしていくことは、優秀な人材の確保や、
多様な市場ニーズへの対応等、大きなメリットがあります。
　このような状況をふまえ、女性の個性と能力が十分に発揮できる社会
を実現するため、国、地方公共団体、民間事業主（一般事業主）の女性
の活躍推進に関する責務等を定めた『女性の職業生活における活躍の
推進に関する法律（女性活躍推進法）』が制定され、平成28（2016）年
４月より全面施行されました。

働く女性の現状として、次のような課題があります。

女性活躍推進法とは？

行動計画に
必要な内容

・
計
画
期
間

・
数
値
目
標

・
取
り
組
み
内
容

・
取
り
組
み
の
実
施
時
期

資料：総務省「労働力調査」、「労働力調査（詳細集計）」

女性の年齢階級別労働力率と潜在的労働力率
（平成27（2015）年）

状
況
把
握
・
課
題
分
析

行
動
計
画
の
策
定
・
社
内
周
知
・
公
表

都
道
府
県
労
働
局
へ
届
出

取
り
組
み
の
実
施
・
効
果
の
測
定

（Ｐ4へ）

こ
の
事
業
所
も
作
っ
て
い
ま
す
。行
動
計
画

本
市
で
行
動
計
画
を
策
定
し
て
い
る
事
業
所
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た

常時雇用する労働者が301人以上
の事業主については、行動計画の
策定が義務付けられています。
300人以下の事業主については、
努力義務とされていますが、企業
の規模にかかわらず、個々の事業
主の課題に応じて積極的に取り組
みましょう。
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就業希望者数
(女性)：301万人
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歳

20～24
歳

25～29
歳

30～34
歳

35～39
歳

40～44
歳

45～49
歳

50～54
歳

55～59
歳

60～64
歳

65歳
以上

えるぼし認定
メリットなどの

まち・みどり公社の本社「けやき会館」

【 【

まだまだできます
女性の活躍

出典：厚生労働省　女性活躍推進法特集ページ内「一般事業主行動計画を策定しましょう！！（パンフレット）」をもとに作成
　　　 2
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他社との差別化の有効な一手です。
ぜひ他社に先駆けて、認定を目指しましょう！！
厚生労働省「中小企業のための女性活躍推進法対応マニュアル」をもとに作成

優秀な
人材の採用に
繋がる！

公共調達や
融資の場面で
有利になる！

市場評価が
高まる！

ともに
小事典

「Ｌ」には、Lady（女性）、
Labour（働く、取り組む）、
Lead（手本）などさまざまな
意味があり、「円」は企業や社会、
「Ｌ」はエレガントに力強く

活躍する女性を
イメージしています。

対　　象：市内に所在する事業所やその労働組合や団体等
参加者数：概ね10 人以上
時　　間：原則として午前10 時から午後８時までのうち、２時間以内
講　　師：研修等の内容に応じて事業所などと協議の上、市が選任及び派遣
　　　　　　【研修テーマの例】　○女性の活躍を進めるためには　○男女で支えあう子育てと介護　　　

経　　費：講師への謝礼は、市が負担
お申込み：開催希望日の２ヶ月前までに、所定の申込書を人権・男女共同参画課へ提出
お問い合わせ　人権・男女共同参画課　　☎（直通）：042-769-8205

１段階目

３段階目

２段階目

“えるぼし”の由来

えるぼしは、
厚生労働省が定める

認定基準を満たすにつれ、
３段階まで

評価が上がります。

女性活躍推進法に基づく行動計画を策定したら…

「えるぼし」を取得しましょう！

えるぼしを取得すると、こんなメリットが！

　行動計画を策定し、策定した旨の届出を行った企業のうち、女性の活躍
推進に関する取り組みの実施状況等が優良な企業は、都道府県労働局への
申請により、厚生労働大臣の認定を受けることができます。認定を受けた
事業主は、厚生労働大臣が定める認定マークを商品や広告などに付すことが
でき、女性活躍推進事業主であることをPRできます。
　一般事業主行動計画を策定するだけでも、優秀な人材の確保や企業イメージ
の向上等のメリットが期待できますが、えるぼしを取得することにより、
さらに一歩進んだ企業PRを目指しましょう。

　女性の活躍が推進され、社会的な男女の立場が平
等へと向かう中、「男性には、結婚して妻子を養う責
任がある」という風潮もいまだ残っています。
　さらに「家事・育児にも参加すべき」など、社会か
ら求められる様々な責任を、プレッシャーに感じる

こともあるかもしれません。
　男性が責任やプレッシャーに押し潰されることな
く、社会や家庭と向き合っていくために、ここで紹
介した言葉をヒントに、地域の中に相談しやすい人
を持ってみてはいかがでしょうか。多様な相談先を
持つことで、新しい視点を得られるはずです。

『ともに小事典』では、男女共同参画に関する
新しい言葉を紹介しています。
今号では、「ワンオペ育児」「イキメン」
「ナナメの関係」の３つの言葉をご紹介します。

女性の活躍を推進する事業所などに、研修講師を派遣します。
職場における女性活躍の推進にお役立てください。

事業所の研修などに専門の講師を派遣します。女性活躍を
推進する

事業所の皆様へ

女性活躍推進に積極的に取り組む企業としてのPRになります。

　ワンオペ（ワンオペレーション）とは、飲食店等で、人手が不足する
時間帯（深夜など）に、一人の従業員にすべての業務を行わせることです。
　同じ様にワンオペ育児とは、夫が単身赴任や長時間労働などで育児に参
加するのが難しく、妻が一人ですべての育児をしている状況のことを指
します。男性も育児のための時間を確保できるよう、労働環境の改善や、
社会全体の支援の充実が求められています。また、自らワーク･ライフ･
バランスへの工夫を行うことも大切です。

【ワンオペ育児】【ワンオペ育児】

【イキメン】
　イキメンとは、地域でいきいきと活躍する男性のことです。
　子育てに積極的な男性を「イクメン」と呼びますが、イクメンの
男性がさらに地域活動に参加することで、パパ友だけでなく、
ママ友や、さらに地域の先輩方など、様々な交流が生まれます。
　また、子どもにとっても、地域の方に育まれ、多様な関係性を学ぶ
ことができます。イキメンが増えることで、家庭での会話も増え、
地域も活性化されます。

【ナナメの関係】【ナナメの関係】
　ナナメの関係とは、職場の先輩・後輩のようなタテの関係ではなく、同僚
のようなヨコの関係でもない、第三者との関係のことを指します。
　例えば、他社で働く友人や知人のほか、地域の人たちなどとの関係です。働く
人にとって、ナナメの関係にある人とは、直接の利害関係がないため、仕事
に関する相談をしやすく、客観的なアドバイスを得られることもあります。
　また、子育て中の夫婦にとっても、地域の中で家庭や子育ての相談がで
きる人を持ち、多様な関係性の中で子どもを育てることは、地域社会の中に
足場を作り、新たな居場所を作ることにつながります。

おはようございます。
今日は、
天気がいいですね。

ママ～
あそぼうよ～

ただいま～
お腹すいた

男女平等　男性にプレッシャーも？

次の
ステップ
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　「＋Sleep

」と
は
何
で
す
か
？

　
　
私
は
、「
ね
む
り
を
プ
ラ
ス
、
輝
く
あ
し
た
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
幅
広
い
年
代
層
へ
向
け
て
、

毎
日
の
眠
り
か
ら
健
康
で
幸
せ
な
人
生
を
実
現

す
る
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
の
世
の
中

み
ん
な「
－（
マ
イ
ナ
ス
）Sleep

」だ
と
思
っ
て

い
て
、
睡
眠
時
間
を
削
っ
て
勉
強
し
た
り
働
い

た
り
す
る
こ
と
が
美
徳
と
さ
れ
る
風
潮
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
不
眠
不
休
を
美
徳
と

す
る
常
識
を
覆
そ
う
、
も
っ
と
眠
ろ
う
、
と
い

う
意
味
で「
＋（
プ
ラ
ス
）Sleep

」と
い
う
事
業

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
睡
眠
時
間
を
削
っ
て

心
や
体
の
健
康
を
損
ね
る
の
で
は
な
く
、
睡
眠

に
よ
っ
て
人
生
を
よ
り
良
く
輝
か
せ
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
と
い
う
私
の
思
い
を
込
め
ま

し
た
。

　
　睡
眠
に
着
目
し
た
き
っ
か
け
は
？

　
　
息
子
が
病
気
を
持
っ
て
お
り
、
睡
眠
不
足

に
な
る
と
よ
く
発
作
が
起
こ
り
ま
し
た
。
睡
眠

と
病
気
と
の
関
連
に
つ
い
て
独
学
で
勉
強
し
ま

し
た
が
、
睡
眠
を
生
活
習
慣
の
主
役
に
す
る
こ

と
で
リ
ズ
ム
が
整
い
、
健
康
な
体
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
子
ど
も
と
一
緒
に
早
め
に
就
寝
す
る

こ
と
で
、
自
分
の
ス
ト
レ
ス
ケ
ア
に
も
役
立
っ

て
い
ま
す
。
早
起
き
し
て
で
き
た
時
間
を
活
動

の
幅
を
広
げ
る
勉
強
に
も
あ
て
て
い
ま
す
。
良

い
睡
眠
は
子
ど
も
に
と
っ
て
も
自
分
に
と
っ
て

も
、w

in-w
in

で
し
た
。

　
　な
ぜ
講
座
を
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

　
　で
す
か
？

　
　
自
分
の
子
育
て
の
経
験
か
ら
、
ず
っ
と
、

世
の
中
の
子
ど
も
た
ち
が
睡
眠
不
足
に
よ
っ
て

能
力
を
十
分
に
活
か
せ
な
い
と
い
う
の
は
非
常

に
も
っ
た
い
な
い
、
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し

た
。
た
だ
、
早
寝
早
起
き
は
一
朝
一
夕
で
身
に

付
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
母
親
や

家
族
に
向
け
て
睡
眠
の
大
切
さ
を
伝
え
る
た
め
、

地
域
で
子
育
て
に
不
安
を
持
つ
お
母
様
向
け
に

「
マ
マ
の
た
め
の
睡
眠
講
座
」を
始
め
た
の
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
　

　
現
在
は
、
シ
ニ
ア
や
働
き
盛
り
世
代
と
い
っ

た
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
睡

眠
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
　起
業
へ
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
い
て
教
え
て

　
　く
だ
さ
い

　
　
就
職
し
た
帝
人
株
式
会
社
人
事
部
の
研
修

所
で
は
経
理
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
、
事
務

作
業
、
対
外
的
な
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
仕
事
を
経
験
し
ま
し
た
。
ど
ん
な
環
境
で
も

仕
事
を
楽
し
み
、
そ
の
時
そ
の
場
に
必
要
な

人
材
に
な
る
よ
う
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

起
業
す
る
た
め
の
知
識
は
、
自
然
と
身
に
付
い

た
と
思
い
ま
す
。

　
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
は
す
ご
く
勇

気
の
い
る
こ
と
で
す
が
、
た
と
え
失
敗
し
た
と

し
て
も
、
そ
れ
で
人
生
に
傷
が
つ
く
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
置
か
れ
た
環
境
の
中
で

何
か
楽
し
い
こ
と
を
見
つ
け
、
そ
れ
を
大
切
な

人
に
広
め
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
一
歩
を
踏
み

出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
　何
か
影
響
を
受
け
た
も
の
は
あ
り
ま
す
か
？

　
　
私
は
本
を
た
く
さ
ん
読
み
ま
す
。
幼
い
頃

は
絵
本
を
よ
く
読
み
ま
し
た
。
小
学
校
に
上
が
っ

て
か
ら
は
、
頭
の
中
に
絵
を
描
く
よ
う
に
文
章

を
読
む
と
面
白
い
と
母
か
ら
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

物
心
つ
い
た
頃
か
ら
私
の
人
生
は
本
と
共
に
あ

り
ま
す
。

　
困
難
や
孤
独
を
助
け
る
の
も
読
書
、
楽
し
み

を
見
出
す
の
も
読
書
、
何
か
新
し
い
こ
と
を
学

ぶ
の
も
読
書
、
と
い
う
よ
う
に
、
常
に
当
た
り

前
の
よ
う
に
本
が
生
活
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

も
っ
と
も
影
響
を
受
け
た
人
物
は
、
慶
応
義
塾

大
学
の
創
立
者
福
沢
諭
吉
先
生
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
慶
応
義
塾
大
学
在
学
中
に
広
く
勉
強
す
る

機
会
を
与
え
ら
れ
、
自
分
と
い
う
人
間
が
社
会

に
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
か
、
ど
う
意
義
の
あ

る
行
動
を
起
こ
し
て
い
く
か
と
い
う
考
え
方
は
、

福
沢
諭
吉
先
生
の「
独
立
自
尊
」の
ス
ピ
リ
ッ
ト

に
深
く
影
響
を
受
け
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
　ワ
ン
オ
ペ
育
児
な
ん
て
言
葉
も
あ
り
ま
す
が
、

　
　鶴
田
家
は
ど
う
で
す
か
？

　
　
夫
は
と
て
も
イ
ク
メ
ン
で
す
よ
。
子
ど
も

の
病
気
の
関
係
で
、
学
校
へ
の
送
り
迎
え
や
行

事
参
加
、
病
院
へ
の
通
院
な
ど
は
夫
婦
で
協
力

し
合
っ
て
い
ま
す
。
朝
、
夫
が
出
勤
途
中
に
登

校
班
に
付
き
添
い
な
が
ら
子
ど
も
を
学
校
へ

送
っ
て
く
れ
る
の
で
す
が
、
先
生
方
や
他
の

お
友
達
の
楽
し
げ
な
様
子
も
よ
く
話
題
に
な

り
ま
す
。

　
私
の「
＋Sleep

」の
活
動
に
も
協
力
し
て
く

れ
ま
す
。
私
も
家
族
の
時
間
は
家
族
の
も
の
と

考
え
て
い
る
の
で
、
一
緒
に
い
る
時
間
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。

男女共同参画社会実現に向けて、各分野で活躍中の方々を紹介するコーナー
キラリ輝く人　in 相模原

2014 年秋

2015 年

2016 年 2月
2016 年 8月
2016 年 9月

現在

「＋Sleep（プラススリープ）」設立
日本睡眠学会正会員・時間栄養科学研究会会員
「赤ちゃんの眠り研究所」育児支援者向け講座修了
一般社団法人　日本睡眠教育機構認定　
　睡眠健康指導士上級　資格取得
Web 媒体「ミキハウス子育て総研」　「輝くママ」第 14期に認定
子どもの早起きをすすめる会「早起きコーディネーター」認定
一般社団法人　日本睡眠改善協議会認定
睡眠改善シニアインストラクター資格取得
ミキハウス子育て総研「Happy-Note.com」にてWeb 連載中
＋Sleep ホームページ：https://www.plussleep.com/

　お話をうかがっている間の鶴田さんの語り口は優しく、穏やかで、また、お話のスピード、
声のトーンはとても聞きやすいものでした。
　睡眠講座の中では、脳が眠くなるのを防ぐため、講座の合間にクイズや軽いストレッチを
取り入れるなどの工夫をされるそうで、まさに眠りをコントロールされているようでした。
　ご自身の会社勤めの経験、仕事に対する心がけ、プラススリープという屋号にかけた
思いも情熱的にお話ししてくださいました。
　「夫はとてもイクメン」とありましたが、穏やかなご家庭を想像してしまいました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（さがみはら男女共同参画推進員　M.I.）

帝人株式会社を退職後、慶應義塾大学文
学部第Ⅰ類通信教育課程卒業。人間関係
学士を取得しました。ご自身の子育てと
両立させながら、個人事業主として
「+Sleep」を立ち上げ、相模原市をはじ
め東京や千葉など関東を中心に家族社会
学の視点に基づいた睡眠講座を多数開催
しています。睡眠を通して様々なライフ
ステージに立つ人の人生を輝かせる、
睡眠講座の活動について取材しました。

+Sleep
「鶴田名緒子」さんに
インタビュー

睡
眠
は
、
子
育
て
に
と
っ
てw

in-w
in

「
＋Sleep

（
プ
ラ
ス
ス
リ
ー
プ
）」と
は
？

ど
ん
な
環
境
で
も
、

　仕
事
を
フ
ル
に
や
り
遂
げ
て
楽
し
む

子
育
て
は
分
担

　夫
は
イ
ク
メ
ン

本
と
共
に
あ
っ
た
、
私
の
人
生

　年齢を重ね、ライフステージが変化することに
よって、人にはそれぞれいろいろな悩みがあると思い
ます。ただ、どんなに辛く大変な環境に置かれても、
希望は見出せます。私は睡眠を通してそれを伝えて
いきたいと思っています。
　特に女性は、ライフステージによって生活環境が
大きく変化し、体調や心のバランスをとるのが難し
いことも多いです。女性自身が輝くため、毎日の睡
眠から、健康へのヒントや、人生の生きがいを見つ
けていただけたら幸いです。私はそのためのお手伝
いをしていきたいと思っています。

読者へのメッセージ

取 材

後 記

鶴田名緒子さん

QA

QA

QA

QAQA

QA
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６/24（土）～７/８（土）は
｢相模原市男女共同参画推進週間｣

楽しいイベントがありますよ！

米国コロンビア大学国際公共政策大学院にて国際関係修士号を取得。国連開発
計画（UNDP）で、途上国のジェンダー平等と女性のエンパワーメントの推進を
担当し、世界各地で女子教育、雇用・起業支援、政治参加の促進、紛争・災害
復興などのプロジェクトを手がけた。大学院在学中に長男を、UNDP在職中に
長女を出産し、子連れ出張も多数経験。現在はフリーの国際協力・ジェンダー
専門家として幅広く活動中。東日本大震災後の被災地の女性支援を機に、
日本国内の男女共同参画と女性活躍の推進にも取り組んでいる。サンデーモー
ニング（TBS系）のレギュラー・コメンテーターとしても活躍中。内閣府男女
共同参画推進連携会議有識者議員。
著書に『女の子の幸福論　もっと輝く、明日からの生き方』（講談社）

６/24（土）10：00 ～
ソレイユさがみ　セミナールーム１

関西学院大学客員教授、
国際NGOプラン・インターナショナル・ジャパン理事

大崎　麻子さん

日　時

会　場

講　師

http://www.soleilsagami.jp
｢ソレイユさがみ男女共同参画フェスティバル｣が開催されます。

おいしい食べ物や楽しい催しがたくさんあります。

京王橋本駅
JR橋本駅

16

16

16

129
橋本五差路

←八王子へ

←津久
井へ

久保ヶ谷戸

東電橋本
変電所

←八王子へ

横浜へ→

茅ヶ崎へ→

横浜へ→

橋本駅入口

新宿
へ→

市営橋本駅北口
第1自動車駐車場

シティ・プラザはしもと
（イオン橋本店6階）

N
町田
街道

県道橋本
停車場線

京王
線

JR相
模
線

JR横浜線

協同病院

旭中学校

相原高校
橋本郵便局

サン・エール
さがみはら

47

505

橋本三
ミウイはしもと

市営橋本駅北口
第2自動車駐車場

○登録団体の活動発表（一部体験あり）
○登録団体のパネル展示
○男女共同参画に関わる研究活動発表会
○男女共同参画ビンゴゲーム
○イクメン・カジダンフォトコンテスト入賞作品展示

○ロコベジ焼きうどん
○パン、酒まんじゅう

軽　食

○交流コーナー　○大船渡物産販売
その他

○登録団体の活動発表（一部体験あり）
○登録団体のパネル展示
○イクメン・カジダンフォトコンテスト入賞作品展示

○野菜たっぷり焼きそば　○コーヒー喫茶ケーキ付
○パン、酒まんじゅう

軽　食

○交流コーナー　○バルーンアート
○絵本とおもちゃのリサイクル
○子ども服リサイクル　○大船渡物産販売

その他

（土）６/24 （日）６/25

…詳しくは広報さがみはら6月1日号をご覧ください。
　お問い合わせはソレイユさがみ(☎042-775-1775）へ

…お申込み方法など詳しくは
　広報さがみはら5月15日号をご覧ください。

ソレイユさがみ　男女共同参画フェスティバル

さがみはら　女と男のいきいきフォーラム2017 予告

６/24（土）・６/25（日）10：00 ～ 16：00 ソレイユさがみ　全館日　時 会　場

E-mail jinkendanjo@city.sagamihara.kanagawa.jp 本号へのご意見・ご感想をお待ちしております。
発行　相模原市役所（人権・男女共同参画課） 〒252-5277 相模原市中央区中央2-11-15 TEL.042-769-8205（直通）
取材･協力　さがみはら男女共同参画推進員（広報担当 井上幹夫･大和真由美･加藤かの子･小平昌子･篠原直彦･高橋陽子･成清紗彩 50音順/敬称略）

ソレイユさがみ
登録団体

女性を取り巻く諸問題の解決および男女共同参画社会の
実現を図ることを活動目的とする団体


